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BAS-341K/342Kメイン技術

センシングを用いたデジタル調整方式は、針棒位置、針とかまの出合いタイミング、
針受、針の隙間などの調整を、パネルの数値を確認しながら容易に調整できます。

オイル残量センシング
オイル量が少なくなったら警告することで、
オイル無し稼働によるミシンの破損を未然
に防止します。

ブラザーの革新的デジタル技術で、アナログ調整を0.01ミリ単位の精度に。
生産効率と品質を高水準で保ち、安定した生産をサポートします。

調整のデジタル化

設備故障の未然防止

ミシンの現在の調整値が目標値から外れている際には、警告を
出して、調整の状態を適切に保つことができます。さらに、その
数値を蓄積し、縫製条件として活用することも可能です。

本体のパネルでミシンの調整の”目標値”、”基準値”を数値で設定、確認することができ、
本体の状態を”現在値”として見ることができます。

スマートなマシン管理縫製不良によるミシンの調整時間
が、センシング技術により大幅に
削減されます。

パネルによる数値確認により、縫製不良の原因
を特定し、適切な調整を行うことができます｡
これにより、従来機に比べて調整時間が大幅に
短縮され、稼働時間比率が向上します。

調整時間の違いイメージ

調整状態がデジタル化され、異なる
工場や国でも全く同じ調整が
可能になります。

0.01ミリ単位の調整が可能になり、
人や環境による調整のばらつきが、
なくなります。

これまで目視や手感覚で行っていたミシンの
調整が、パネルに設定された目標値と現在値
を確認しながら調整する方法へと変わります。

別のミシンと設定値を合わせることで、同じ
調整状態が再現できます。

再現性生産性 展開性

針棒位置
センシング

針受
センシング

出合いタイミング
センシング

針隙
センシング
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オイル残量
センシング

ダウンタイム

長時間のダウンタイム

稼働時間

0.01mm






